
 

 

 

 

 

 ６年生が修学旅行に行きました 
１１月５日～６日、６年生が四国方面へ一泊二日の修学旅行へ行きました。１日目は、愛媛県総合

科学博物館、中野うどん学校琴平校でうどん打ち体験、四国水族館へ、２日目は、金刀比羅宮の参

拝後、ニューレオマ ワールドと、盛りだくさんの２日間を満喫しました。学校生活で身に付けた力を発

揮する場面もたくさんありました。また、学校外に出て改めて自分達の課題に気付くこともできました。  

こうした経験をもとに、卒業までの学校生活でさらに成長していくよう期待しています。 

保護者の皆様には、修学旅行の準備、送迎と大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金 
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自伸会を中心に呼びかけた赤い羽根共同
募金を、社会福祉協議会の方へお渡ししま
した。子ども達はもちろん、十小子ども文化
発表会の場で保護者の方にもご協力いただ
きました。ありがとうございました。 

冬季休業中の閉庁と電話等の対応について 

 【閉庁する日（学校を開校しない日）】 

令和７年１２月２９日（月）～令和８年１月２日（金） 
この期間の緊急連絡先は、三次市教育委員会へ
お願いします。（☎６２－６１８７） 
 

【電話・来校による対応時間】 

 ８時１0 分～１６時４０分まで 

 保護者の皆様のご理解とご協力、よろしくお願いいた

します。 



道徳参観日・ＰＴＡ教育講演会 
１１月１２日の授業参観は道徳の学習を観ていただきました。学年

の実態に合った教材をもとに様々な道徳的価値について考えを交流

し合いました。自分だったらどうするか、よりよく生きるにはどう行動し

ていくのが良いのか、道徳の授業を中心としながら、学習したことを学

校生活の中でも学んでいます。 

参観後は、三次市の元教育長で十日市中学校の校長先生でもあ

った鷲尾實さんを講師にお招きし、戦争と平和を考えるＰＴＡ教育講演

会を行いました。戦時中、小学生だった鷲尾さんの暮らしや社会全体

が戦争へ向かっていく様子について、子ども達に分かるよう実物等を

見せながらお話しされました。戦後８０年を迎えた今年、戦争の悲惨さ

や命の大切さを改めて考え、後世に語り継いでいく必要を感じること

ができた講演会となりました。 

５年生が防災のリーダーに 

５年生は総合的な学習の時間に、防災をテーマとして学習しています。１１月１４日の「みんなで一

斉防災」の日には、５年生が企画し、地震を想定した避難訓練を行いました。全校児童が避難する

様子を５年生が見て、良かったことや改善していくこと等をまとめました。１１月１９日には防災士さん

の指導の下、避難者として模擬避難所を体験。その後、１１月２７日には体験したことをもとに、５年

生が避難所を開設しました。避難所には、防災士さんをはじめ、三次ブラックパールズの選手の皆さ

ん、保護者の皆さん、民生委員の皆さん、また低学年の子ども達などを避難者として体験してもらい

ました。自分たちが体験することはもちろん、安全・安心な避難を進める側の立場になることで、防災

への意識が高まったことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教室を回って事前指導。避難訓練当日
は、避難の様子を観察し、講評もしました。 
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避難者としての体験を通して、避難所に
あったらいいものなど考えました。 

新校舎建設へ子どもたちからの提案 
～設計士さんとのワークショップ～ 

１２月２日には、新校舎の設計に関わってお
られる設計士さんとオンライン会議をしまし
た。インクルーシブの視点で「みんなが安
心・安全に過ごせる校舎」を目指して５年生
から提案。「火事になったときに、どこから避
難しますか？」等、防災を意識した質問も出
ました。「学校に行くことが楽しくなりそうだ
なと思いました。」「教室や場所の工夫がさ
れていて，災害が起きたときも想定されてい
たので安心しました。」等、校舎建築を楽し
みにした感想をもった５年生でした。 
 


